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［＃寺涼括冓演コ

田邊
一

雄と複十字会活動

田邊 　正忠

（1 ）患者は正 しい 知識を持 たなけれ ば結核 と立 ち 向か うこ とは出来ない

　田邊
一

雄 は明治 24年 （1891年 ）12月28日、横浜市 中区花咲町に生 まれ た 。 父富次郎は岡

山県浅口郡里 庄町 の 出身 で あ る 。 自力 で私立 の 自牧学校を創 り、 自ら校長 と して教鞭 を

と っ て い た 。田邊
一

雄 は 7人兄 弟 の 2番目に生 まれ た長男で ある 。 明治38年 4月、

一雄は

神奈川県立第一 中学校に 入学 す る 。 中学 3年 の 時に左胸が 強 く痛 み 肋膜炎 と言われ た。宮

庁の 仕事 を夜閤 に手伝い 早稲田大学理工 学科に 進学 した 。 小田原電気鉄道株式会社に 入社

す る 。 早速箱根三 枚橋発電所の 建設を命ぜ られ た 。 箱根須雲用か ら水をひ き、 日本で は珍

しい 水塔を つ くる ため 苦労 した 。 やが て発電所が 建設され る と間 もな く、箱根登山鉄道の

工事 が開始 され た 。 鉄路の 複雑な設計 と計算 に 引き続 き従事する こ とに なる 。 大正 8年正

月イ ン フ ル エ ン ザ に か か り、欠勤 し 自宅で 休ん で い る 時だ っ た 。 「コ ン ク リー
トの

… 部が

大雪 の ため決壊 した か ら、 直ぐに 現 場を見 に 来 て くれ 」 と工 夫が迎 え に 来た 。 雪 ま じ りの

横殴 りの 雨で 、漸 く目的地 に辿 り着 く。 破損は 大き く、冷 え きっ て し ま っ た体は身動 き出

来ない ほ どに疲れ て い た 。 それ か らは高熱が 続 き咳、痰、盗汗が始 まる 。 近所の医師は 往

診 して くれ たが 、 肺結核 と は 言わ ずに 、一 カ 月 も薬を飲ん だが熱は 下が らなか っ た 。 小田

原 で信望 が高 い 医師が い る とい うの で 、診 て も らう こ とに した 。 江良元三郎医師は診察 し

た後で 「肺結 核 と肋膜 炎で 、 長期の 安静が 必 要で あ る 」 と説明 した が 、正 しい 療養 が 出来

たか とい うと、そ うで は なか っ た 。 色 々 な雑誌 、 薬の 宣伝で 誤 りを繰 り返 した 。 7月19日

に は大喀血 を して 瀕死 の 状態 に追 い 込 まれ た 。朝か ら出始め た血液 は止 まらず 、医師 も家

族 も諦め て い る の が分か っ た 。 友人に 教 え られ て 、 医学博士原栄 の ［肺結核 予 防療養教

則 ］を手 に 入れ 、 読み 始め た 。 原医師 は 、 初め て 系統的に ［大気安静療法〕を 日本 に 紹介

した人で あ る 。 この 書物 を読ん で 早速藤椅子 を買 い 、静臥 を進め快適 な毎 日を送れ る よ う

に な っ た 。 大正 11ff　4月、宮沢九万象 司祭 に よ り洗礼 を受け、精神的に も安定 し次第に 、

結核療養者の ための 人生 を歩み た い と思 うよ うに な る 。 大正 11年 11月新潮社か ら茂野吉之

介著 の 〔肺病 に 直面 して ］が 発行 さ れ た。 こ れ に はサ ナ トリウム 療法に つ い て の 明快な紹

介 と確固 と し た洞察 が 述 べ られ て い た 。 茂野は石炭統制会の 理事 とな り、 ロ ン ドン に渡 り

結核 に 罹患 し 、 帰 国 した人であ る 。 田邊 は ます ます結核を治す啓蒙の 仕事 を発足さ せ たい

と思 うよ うに な る 。 またその 頃吉木三郎 を知 る よ うに なる 。 大正 13年 1月 3日、吉木は小

田原の 田邊 を訪ね 出版 に つ い て 語 り台 っ た p 同年 3月 1日に ［療養生活］第 i号 500部が

発行 され た 。 田邊は 「結核 を理解 さ せ る 方針 と同病 相憐れ むの 気持 ち を持 っ て 進 も う」 と

一 11 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Medical History

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Medloal 　Hlstory

い う創刊の 言葉 を記 して い る 。 当初は療 養生活社の 社名で あ っ たが 、 8月に 自然療養社 と

改め茂野の ［安静 と運動に つ い て ］の 原 稿 も誌上 に発表 して い る 。 田邊は ［最新 自然療法

指導書］を書 き上 げ、肺病黎明運動の 第一歩を踏み出 した 。

（II）結核患者 自身が 自覚 して 創 っ た 自然療養社の 活動

　大 正 12年 9月 1日午 前 11時 58分、 関東大震 災が 起 こ り自然癬 養社 も大 きな被害 を受 け

る。 輸送途中で 出版物や パ ン フ が焼かれ 、療養生活の 出版業務 は大 きな打撃 を受け たが 、

2カ 月後 に は 仕事 を再開する こ とが で きた 。 自然療養 社は通信指導 に 力を入れ 、 会員 に

な っ た者 に は指導 書 6巻 と療 養生 活誌 を送 り、結核に 対す る啓蒙運 動を発 展 させ た 。 熱心

な 同志 が 集 ま り事業 に参加 した 。 大正 13年 2月に は代理部 が大阪市難波に 誕生 した。療養

に必要な品 々 を多数購入 して 会員に販亮 した 。 乳酸菌飲料水 、 療養 日記帳 、 静臥椅子な ど

は 、大変に 喜ば れ た 。 代理部は順調に 売 り上 げ を伸ば した 。 ［わ れ わ れ療養者は 医者 まか

せ の 他力 本願 で は決 して 治 らな い 。 患者 自身が 肺病を理解 して 、 自ら治 す気持 ちに な らな

くて は い け ない … ］ と田 邊 は書 い て い る 。 けれ ど袿会の 肺病に 対す る偏見は 強か っ た 。 当

時の 多 くの 苦労 話 の 中か ら、小西長英の 事例 を紹介す る。小西は宮大工 を して お っ たが、

日赤病院で 肺結核 と診断さ れ 、山 田の 親 元 へ 帰 る 。 高熱 が続 くよ うに な る 。 お 金 も使 い 果

た したの で 、家 族の 世話 に な らない 自然療法 で 病気を治す決心 をす る 。無言で 安静療法 を

開始 した 。 食物は 握 り飯に 薬缶 い っ ぱ い の 水 と新聞 紙 で くる ん で も らうお か ずで あ る 。 痰

は痰壷に取 り煮沸 して 便所に捨て た 。 血痰 と高熱は何カ 月 も下が らなか っ たが半年 を過 ぎ

下 火に な る 。 家 族の 迷惑に な らぬ よ うに箱車 を作 り、川 の 土手に 行か せて もら う。 箱の 中

に入が 捨て て あ る と騒 ぎに な り、 別居中の 妻は恥さ ら しだ と去 っ て しまっ た。四年 目か ら

熱 や 血 痰 も取れ 体調が 回復 して きたの で 、 そ ろ そ ろ 歩行練 習 を始 め る 。 暑 くなる と場所 を

松林 の 中に 移 して み た 。 次に 考 え た こ と は 自分 で食べ て い く こ とだ 。 自活 と い うこ と で あ

る 。 下駄 の 歯入れ を 2〜 3 時聞や っ て 食べ て い ける よ うに な る 。 富田浜 の 知人 を頼 っ て仕

事 しなが ら、無銭 で転地をす る こ とを思 い 立 っ た 。 箱車を手押 し車 に し、歯入れ の 注文 を

も ら っ て は 、先 へ 進んだ c 川の 堤や墓地 は寝心地が良か っ た。お客が あれ ば何日で も泊 ま

り津の 町へ 出た 。 途中巡査に とが め られ事情 を話 す と 、 fな に っ 肺が 悪い 、死なん よ うに

せ い 」 と励 ま され た 。 食事 が すめ ば痰壷 を煮沸 し肥溜め に 空け る 。作業が 縫われば安静を

し疲 れ を取 っ た 。 彼は 体力が で きる に 従い 、肺病患者 に 奉 仕 す る人生 を送 っ た 。

（III）療 養 ホ ー ム の 使命 と、社会 の 誤 りを批判 した 回復者た ち

　そ の 頃僚友が 集ま っ て 自然療養が で きた ら とい う 、 希望 が実 っ て実現 したの が療養ホ
ー

ム で あ っ た 。 本社 の 近 くの 家 を借 り、近 くの主 婦が賄 い を して くれ た 。 療養下宿の 草分 け

と言 っ て良か ろ う。 入所者は両者 で 15名 に な っ た 。

一 カ 月 55円の 安さ の上に 、 毎週
一

回江
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良元三 郎医師が 来診 し、僚友 たちは愉快に 規律的な生活 を送 っ た 。 そ うした時に 結核患者

が小 田原 に 来 る と、避暑客が嫌が る の で止 め させ て 欲 しい と 、 近所 の 人が 苦情を言い 新聞

も嫌が らせ を書 き立 て たの で 、つ い に 大正 14年 7月で二 つ の ホ ーム を閉鎖す る こ とに な っ

た 。 自然 医療者 の や っ たこ と は医師 た ちか らは イ ンチ キ扱 を受け たこ ともある 。 昭和 2年

4月か ら 5月にか け て 、 民間療法の 情報 を読者か ら募集 した と こ ろ 214件が集 ま り立派 な

研究 とな っ た 。 戦 後丸山博教授に よ り高 く評価され て 、　［日本科学技術史大 系、医学 2の

145ペ ー ジ ］に靫め られて い る 。 また昭和 2年 8月15日か ら20日まで に 、田邊は 自然医療

の 講習会を閣 い た。講師と して額 田豊医師 と茂野吉之助 をお願 い し、会 員は静臥椅子で 演

壇に 足 を向けて 集 ま っ た 。 昭和 2年 10月に は結核に関 す る新聞広告 を衣笠樵夫が ま とめ て

〔療養生活］に 発表 した。誇大に広告掲載 する こ とは 新聞の道義 に反す る と、申 し入れ た

が 、経営に 目の くれ る新聞社に は通 じなか っ た 。 東京朝 日 、 東京 日 々 、 大阪朝 日．大阪毎

日な どの 大新聞社の 名前が 上げ られ て い る。紹介され た民閣療法 と して は人骨、か わ うそ

の 肝 、石油、硫酸、蚤取 り粉、犬の 糞 、い ぼ たむ し、蛆 虫 、金魚 の 目玉 、なめ くじ等多数

の い か が わ しい 品名 と売薬 百余種、不 当な信仰な どさ ま ざ ま で ある 。 溺れ る者は藁 を も掴

む病人 の 心理は 何処の 国に もあ る 。 けれ ど これ に 付 け入 る悪 徳商入 や えせ 宗教家 の 行為

は 、 決 して 許せ る もの で はない 。や が て 結核予防デ ーが 毎年 4月27日 に行われ る よ うに な

る。 そ の時の ス ロ ー ガ ン を見 れば 、当時の 結核予 防協会 で さ え結核に対す る理解の浅 さが

良 く分 か る 。 　［結核患 者は悶接的殺人者 ］　［鮪病の 痰は 火の な き爆裂弾 〕な どで 、世闇に

恐怖心 を与 え るだけ の 内容で あ っ た 。 こ れ と比べ 自然療養社は ク リス マ ス シー ル を発売

し、療 養歌留 多を会 員か らの 応募で作 り結核の 正 しい 啓蒙運動 を続 け て い っ た 。 その 幾つ

か を紹介す る 。 　［急が ば回れ 日 々 の 安 静〕 ［よ く働 く者 は よ く休め］ ［鯛 よ り鰯、安価 な

栄養 ］ な ど充実 した内容で 、味の あ る もの ばか りで あ っ た 。 また 自然療 養社の 十 周年を記

念 して 大正 十三 年 か ら 、 遠藤柳太郎が僚友訪問を行い 非常に 歓迎さ れた 。 田邊
一

雄 よ り 5

歳 年 ⊥で あ っ た茂野吉之助は、 ロ ン ドン に 出張 中 、喀 血 を し帰 国 し小 田原 で 療養 して い

た 。 ［た っ た
一入の 黎明運動］を思 い 立 ち、著書に ［肺病 に 直面 してコな どが あ る。 多士

済 々の 自然療養社に さ らに 西須諸次 の味 方がお っ た こ とは 、 大 きな喜び で あ っ た。本名 は

和達清夫で地 震学 専門の 理 学博士 で 、多忙な研究生活を続けて い た 。 そ の か たわ ら同病愛

の 気持 ち か らサ イ ス モ ロ ジ ［地 震学 ］の ペ ン ネ
ー

ム で 主婦の 友や 療養生活誌に執筆を重 ね

て い る 。 次 に ［あ く迄希 望あれ コの
一部を記 して み る 。

「或る者はに ん に くを食べ て 全快

し、或る 者は何 も療養 しない で 全快 し、み ん な事実 （フ ァ ク ト）だ 。 吾 々 は事実 に 幻惑 さ

れ るの は や め よ う。 自分た ちで 科学的に判断 して 、 療養方 針 を樹立 し よ うで は ない か 。 事

実 は我 々 に貴 い 教訓を教え る 。

…
」複十字 の マ ー クは結核撲滅運動 を意 味 す る万国共通 の

旗 印で あ っ て 、 自然療養社が結 核 回復者 の 団体 を ［複十字会】 と命名 し たの は 創立 当初で

あ っ たが 、 正式の 総 会は昭和 7年 9月25日、東洋軒で 開催されて い る 。参加者は 2府 5県
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にわ た り28名で あ っ た 。 ［結核 回復者は結核体験者 と して 、 自分の 健康保持に 努め る とと

もに 、僚友 を慰め 援 け る こ と 、 自己の 経験 に もとつ い て社会に 貢献す る こ と］を目的 と し

た 。 その 後複十字会総会 は毎年十 月東京 で開催 され た 。

（IV）療養 者の 生 きる姿勢 か ら、患者学 を考え る

　結核療養者 に は医療関係者や衛 生 行政者が 考え る医療や患者の 概念 とは 、可 な りか け離

れ た立派 な問題 意識 があ る よ うに思 え て な らな い 。 しか し両者 に介在する生きる姿勢 と使

命感の 大 きな違 い は 、 こ れ か らの 高齢化社会を考え る うえで 、 無視 して は い け ない 大切な

鍵が 潜ん で い る よ う に思われる 。 言 っ て み れ ば社会に対す る強い 責任感が 感 じられ る こ と

で あ る 。 私 は幸 い に 軽 症 で あ っ たが 、 重症の 結核 で瀕死 の 状 態に 迫 い 込 まれ た 体験 を持

つ 。 先輩た ちの 優 しい しか も辛抱強い 生 き方に 学ぶ こ とが 多い 。 今 日で は老後の 生 き方に

つ い て の 大切な教訓 を学 び取 りたい 気 持 ち に駆 られ て い る 。最後に患者学 と呼ぶ に ふ さわ

しい 視点 に触れ て 終わ りに したい 。 私 が高齢者の 人間学的な別の 面 に 目が開 けた動機に は

次の 三 つ が あ る 。

一
つ は父 田邊

一
雄が肺病 を患 い 、新 し く結核 を撲滅す る社会活動 を回復

者同士 で や りと うし た こ と で あ る 。 二 っ に は高齢化社会の なか で 、老入 自身の 持つ 能力 と

生 き る姿勢 が 忘れ られ て い る対応の 誤 りで ある 。第三 は ア ユ ル ヴ ェ
ー ダ医学で語 ら れ る 、

人生 とは 何か とい う疑問 と、体質 、気候 、年齢 に よ り微妙に加減す る養生法 と 、 患者自身

が 医療 や健康の 主体者 で あ る とす る捕 らえ方 の 知恵を学ん だこ とで あ っ た 。
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　茂野 吉之 助 著 「結核 征 服」 新潮出版

　茂野吉之助著 「肺病 に 直面 して 」 新 潮 出版

　西須諸次著 「あ くまで 希望 あれ」 自然療養社

　和達清夫編著 「療養者の つ づ る 日本の 肺 病 」結核予防会　複十字会
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